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 対象地域 津山市・鏡野町・美咲町・久米南町 
 会場 津山市コミュニティセンター「あいあい」 
















意識を調べ、子どもボランティア活動の課題を探る。       
 
③ 実施時期  平成２０年３月 
④ 実施対象  津山市及び周辺地域における子ども関係団体６２
団体 
（内訳  子ども文化活動団体 30 ・                   
放課後児童クラブ 32） 
⑤ 方法       郵送調査 
 
（２）アンケート結果 
・回収率 … 50％（全体）  
子ども文化活動団体 76.6%       
       放課後児童クラブ    25.0%  
・ 質問項目別集計結果 
 A … 子ども文化活動団体 
 B … 放課後児童クラブ 
 
① 会員数                      （％）   
   A B 
合
計 
ア ５人以下 13 0 9.7 
イ ６～１０人 26.1 0 19.4 
ウ １１～２０人 13 12.5 12.9 
エ ２１～３０人 13 62.5 25.8 
オ ３１～４０人 13 0 9.7 
カ ４１～５０人 4.3 0 3.2 
キ ５１人以上 17.4 25 19.4 
 
②活動場所                （％）   
 
  
 A B 
合
計 
ア 岡山県内全域 26.1 0 19.4 
イ 津山市内全域 34.8 12.5 29 
ウ 津山市内の一地域 13 62.5 25.8 
エ 津山市以外の地域 43.5 12.5 35.5 
オ その他 17.4 12.5 16.1 
 
③活動内容                （％） 
   A B 
合
計 
ア お話会・読み聞かせ 34.8 0 25.8 
イ 絵画・工作・玩具 34.8 0 25.8 
ウ 演奏・合唱 17.4 0 12.9 
エ 音楽鑑賞 4.3 0 3.2 
オ 子ども劇場 13 0 9.7 
カ 劇団 13 0 9.7 
キ 人形劇 30.4 0 22.6 
ク 自然観察 8.7 0 6.5 
ケ 歴史探訪 0 0 0 
コ 子育てサークル 13 0 9.7 
サ 学童保育 8.7 100 32.3 
シ その他 52.2 0 38.7 
 
④ 悩み・問題点                            （％） 
   A B 
合
計 
ア 会員の確保 34.8 0 25.8 
イ 活動場所の確保           17.4 37.5 22.6 
ウ 活動資金の確保  60.9 25 51.6 
エ 活動時間の確保    17.4 25 19.4 
オ 指導者やスタッフの確保      30.4 100 48.4 
カ 活動内容の創意工夫 34.8 0 25.8 
キ 安全面の配慮 13 37.5 19.4 
ク 活動の広報・周知  34.8 0 25.8 
ケ 会員相互のコミュニケーション 4.3 25 9.7 
コ 行政の対応  26.1 50 32.3 
サ 地域との連携  34.8 37.5 35.5 
シ 活動に関する情報の不足 26.1 0 19.4 
ス その他 13 0 9.7 
 
⑤ 現在の連携                        （％） 
   A B 
合
計 
ア 行っている          78.3 75 77.4 
イ 行っていない 21.7 25 22.6 
 
⑥ 今後の交流                        （％） 
   A B 
合
計 
ア 積極的に交流したい 39.1 37.5 38.7 
イ できれば情報交換以上  17.4 12.5 16.1 
ウ 情報交換程度はしたい 39.1 37.5 38.7 
エ 特に交流は望まない 8.7 0 6.5 
 
⑦ ネットワークの必要性               （％） 
   A B 
合
計 
ア 必要である   73.9 75 74.2 
イ 必要ではない 8.7 0 6.5 
ウ わからない 17.4 25 19.4 
 
・記述による回答内容 
① 現在の連携について 
・イベントや研修会に参加して情報交換をしている。市内で行われ
るイベントの実行委員会に参加して企画をしている。 
・２ヶ月に１回定期的に情報を他団体へ送付している。 
岡山県演劇ネットワークの運営に携わり情報交換をしている。 
・つどいの広場ネットワークなどの会に参加している。 
・実行委員会や委員会に参加している。研修会や行事に
参加している。 
・つやまNPO支援センターを通じて交流や情報交換を行っている。 
・関係機関・団体との情報交換を随時開催している。 
・合同研修会、連絡協議会等。 
・年に一度中四国おもちゃ図書館研修会に参加している。 
・イベントに参加して情報交換をしている。 
・町内のボランティアグループ連絡会とか、津山教育事務所での読
み聞かせグループの交流会  
・交流メッセ勝英（美作県民局との協働事業） 
・他団体と情報交換（キャンプ、旭川筏下り他） 
・津山市学童保育連絡協議会に加入、毎月定例指導員および理事会、
また研修等に参加している。 
・読書活動グループなどとの交流会、研修会、イベントの参加。HP
での情報収集。 
 
② 今後の交流 
・協働して行うイベントが定期的に行いたい。ホームページでリン
クして情報がまわるようにしてほしい。 
・団体運営に関する意見交換の場がほしい。 
・テーマにこだわりはないが、顔の見える関係づくりをすることに
より、協働の足がかりをつくる必要がある。 
・合同研修会ができればうれしいです。 
・それぞれの特性を生かし目的達成に向け役割分担を確認し、津山
市の子育て支援を官民ともに互いの目標を定めていくような交流。 
・定期的にすることは難しく、自分たちの活動をメンバーの都合を
合わせるのに苦労しているので、多くのことを望めないが、少しで
もよい刺激やアイデアの素となるような事に出会いたいと思って
いますが、研修会やイベントも場合によって参加したいと思います。
人の和も広がることが望ましいと思います。 
・地域の組織（老人会や公民館の講座など）との交流を定期的にし
ているが、もう少し回数を増やしていきたい。 
他の学童での実習など。 
 
③ 自由記述欄 
・インターネットに情報を集め誰もがかきこみができ情報をダウン
ロードできるなど共有できるシステムを作ってほしい。 
・気軽に参加できる自己表現の場を提供していきたいと思っていま
す。他団体、特に演劇以外のジャンルとは交流を持つ機会が少ない
ので、その様なチャンスを持ちたいと考えております。 
・子どもの真の居場所は「子どもが子どもの時間を過ごせる場所」
すぐ結果のみえない子育てや、少しずつゆっくり成長する子育ちの
大切さを、子どもたちやその保護者に伝えていく場が地域にたくさ
んできることを願っています。そのためには、心響きあう大人を地
域に育てることが必要だと実感しています。 
・子どもに関する活動分野では、各々のグループの基礎体力が弱い
場合が多く、メンバーの代謝（子どもの年齢に応じて）も激しい。 
・グループの継続も問題がある場合が多い。大きな枠組み（しかし、
ゆるやかなもの）が存在し、新旧グループやそのメンバーの活動の
充実に力を貸すことができればよいのだがと思う。 
・私たちが開催しています親子ふれあい広場には毎回２０組から５
０組の親子が参加してくれて、とてもやりがいを感じていますが、
たくさんの親子が喜んでまた期待もしながら参加してくれている
ので私たちスタッフ、ボランティアは心して対応、接していかねば
と話し合っているところです。やはり、ボランティアといえども研
修はかかせないと思います。 
・核家族が増え、共働きの家庭も多い中で、子どもが育つ時間をま
わりの大人たちが大切な時間として育んでいくことを切に願うと
ころですが、親だけでは無理な現実があります。子どもたちと関わ
る大人たちが子どもの心や身体の成長を大切な時間として見守っ
ていかれたらと思っています。泣いたり笑ったり怒ったりと、素直
にありのままに感情を表現する子どもたち。なかでも子どもたちの
輝く瞳、あふれる笑顔に出会えることは、とても喜びを感じていま
す。私たちもこの活動を通して、お互い身体と心を響かせあいなが
ら、小さな輪を広げていきたいと思っています。 
・「子どもの文化」って何でしょう。考えても分かりません。私は
子どものみの（単純な）文化なんてないと思っています。子どもは
家庭地域の影響をストレートに受け、素直に表現しているのではな
いでしょうか。今、子どもたちに起こっている様々な問題は、私た
ち大人が変わる努力をしないと現状では益々エスカレートしてい
くと考えます。子どもたちに楽しいイベントをとその活動の一翼を
担っても、その場限りと思われ、後に残るのはこれでよいのかとい
う空しさだけです。では、どうすればよいのか、分からないので悶々
としています。私たちにできること、それは、保護者が学校参観や
講演会に参加しやすく支援をすることが身の丈にあった子育て支
援と考え活動しているのです。 
・取り組みはいいことだと思いますが私たちのグループは津山市立
図書館内での活動に限っていますので今の活動のままでいいと思
っています。一般的には地域の子どもや子ども文化に関わる団体が
情報交換や研修は必要だと思います。 
・私どものグループは地域の幅広い参加による交流の場となるよう
スタートしたが結果的には小学校の放課後の子どもの居場所とな
っている。親は愛情で地域は知恵で子どもを育てることがよいと考
えている。 
・少子化の子どもたちの社会が不安にさらされています。（心も体
もすべてが）昔のような地域社会で暮らせるようにわが子も他人の
子も声をかけ、ほめたり、しかったりできる、あいさつが自然にで
きることが必要ではないかと思います。子どもたちが成長する上で
たくさんの人や、いろいろな行事、出来事などのかかわりが大切で
す。一つのグループではほんとに小さな事しかできませんが、手と
手をつなぎ社会を支えていけばうれしいことだと思います。ボラン
ティアをしていることで本当に私たちはたくさんの元気をもらっ
ています。美作地域でただ一つの大学として、これからも地域を支
えてくださいますよう、益々のご活躍をよろしくお願いします。 
・子どもが大きくなるには、お年寄りの力が絶対必要だと思います。
ことばや文字では表せない伝えねばならない、いたわりや信頼の心
や使ったものは元に返すといったあたりまえのマナー等、現代の人
がなくしてしまったものを子どもたちに教えられるのはお年寄り
との関わりが一番必要だと思います。読み聞かせや工作等も子ども、
親、お年寄りと一緒にできたらいいと思います。 
・呼ばれればどこへでも行って、生の舞台の感動とブラックライト
シアターの等身大の人形劇の迫力を直に感じてもらいたいと思っ
ていますが、皆がよくわかる冊子やパンフレット作り、ホームペー
ジやリンクなどして、市役所のホームページなどから見られるよう
にして頂いてどんなボランティア団体があって、場合によっては連
携できることもあり、有意義な活動を展開できることを願っていま
す。また、行政との連携は今後の子育て支援にとって、バックアッ
プや活動を生かす上でも互いに必要だと思います。 
・まだまだ他にもたくさんの活動グループありますよ。「おはなし
PONちゃん」は図書館や小学校への読書活動を行っています。より
分野別に分けた研修会の方が参加は多いです。 
・各団体で積極的に交流情報の交換はできつつあります。冊子より
も HPなどサイトでの充実を望みます。情報は日々更新していきま
すので。 
・子どもの文化活動の啓発、拡充は子どもの感性を豊かにし人間性
を育む上でとても大切だと思います。同時に子どもたちが文化を享
受するためには、子どもの基本的人権が尊重される、されている地
域であることが前提だと思います。子どもの文化活動に関わる大人
たちの人権意識を高める学習の場も必要と常々考えています。 
・教育と文化をもっと結びつけて考えていくと、より幅の広いもの
がうまれてくるのでは。地元文化の掘り起こしをする中で、子ども
たちに伝えていくものが出てくるのでは。 
・子どもたちに興味がわくような活動を紹介したり参加することを
進めていきたいと考えていますが、会員の人数が多く、なかなかま
とまりません。興味がもてる人数割りをしながらの活動が中心とな
っています。 
・子ども文化とはどの様なことを指しているのか（遊び？）具体例
等が記載されていないので、よく分からないという回答になってし
ましました。個人的な意見ですが、地域連携、交流、伝承、等の名
のもとに様々な取り組みを年々しています。以前こちらの方にも地
域の方が昔の行事などの伝承に来たいとの申し入れがあり協力す
る返事をしましたが、未だ何の連絡もありません。また、子どもた
ちは学校から学童保育の場へ戻ってきて着替え、宿題、おやつと父
兄の迎えまでにすべきよい習慣をゆとりをもってきちんとする時
間でいっぱいです。彼らは忙しすぎます。主体は誰なのか？何が優
先されるべきなのか、私自身は疑問を感じています。行事をすれば
子どもは育つのか？それよりも「生活」のできない子どもが増えて
いることを心配しています。特に子育て支援というところでは働く
母、祖母がほとんどのため日常生活の些細なこと（大人になって当
然知っておくべき事で自分の生活を守るもの自立の基礎）が大切に
されていないことを残念に思っている一人です。 
・徐々にではありますが、「学童」の社会的位置が重みを持ってき
たとは感じます。が、まだまだ、特にこの田舎での認知は少なく、
妥協の部分も多いのも確かです。大きな力をつくり、地域に、社会
に行政に、働きかけをし、居場所づくりを確実なものにしたいと願
います。特に労働条件の改善を早急にし、手厚い保育ができるよう、
指導員の十分な確保をしたいと思います。 
・一回限りとかではなく、継続して行われるものにしてほしいと思
います。今の子どもたちの様子、現状をいろんな場所に出向いて把
握して活動してください。アンケートだけでは分からないやはり現
場の声が大切だと考えます。見て、聴いて→実行 
 
４． アンケート調査 
「悩み・問題点」という設問への回答を概観すると、以下のような
傾向を認めることができる。まず、「子どもの文化活動」分野にお
いては、「活動資金の確保」に関して最も高い関心が示され、次い
で「会員の確保」、「活動内容の創意工夫」、「活動の広報・周知」、
「地域との連携」が同数で比較的回答数が多く、逆に「会員相互の
コミュニケーション」「安全面での配慮」「活動場所の確保」「活動
時間の確保」などは比較的回答が少ない。 
以上から、これら団体においては、比較的安定した活動が行えて
おり、現状を維持するうえでは特に問題を感じていないが、現状維
持だけでは不十分と感じていること、また現在よりも活動の社会的
認知度や社会的な立場を向上させたいという志向をもち、そのため
により活動の幅を広げたいとの希望を抱いていることが伺える。 
一方、学童保育の分野においては、殆どの選択肢において回答数
が少なく、「指導者やスタッフの確保」のみが突出している。（これ
は「子どもの文化活動」分野でも比較的多い回答であるが、学童保
育の分野での回答率、１００％に及ぶものではない。） 
この分野においては、活動の現状維持に必要な時間・空間・資金
はある程度担保されているという背景がある反面、不可避的に活動
が義務的になってしまうため、マンネリ化しようとも活動を継続し
てゆかねばならず、事業企画、指導者、そして負わされる責任に対
して充分なスタッフの確保に対する要望が高いものと見られる。そ
して次に比較的多い回答としては「行政の対応」「地域との連携」
が挙げられるのだが、興味深いのは、これら学童保育の分野におけ
る回答率の高い選択肢への回答が「子どもの文化活動」分野におい
ても、上位とは行かないまでも、やや回答率が高いという点である。 
これらのことから、いずれの団体においても、現状の維持だけで
あればある程度安定した運営を継続できると感じているが、一方で、
現在の運営内容だけでは不十分と感じているということ、そして、
運営の展開の方向として、地域社会における認知度の向上と、地域
社会における確固たる役割を得ることを志向しているということ
が言えるだろう。 
このことは、「ネットワークへの期待」という質問事項において
も、ほぼ同様の回答傾向として現れている。 
ただ、このような志向性を持ちながら、団体の多くが自らの活動
に充分な自信を持ってはいないようである。そのことは「悩み・問
題点」の設問における「指導者やスタッフの確保」への回答率の高
さ、「ネットワークへの期待」の設問における「指導者やスタッフ
の相互交流」「活動に関する情報収集」さらには「地域や地域間の
連携」の回答率が高い点にも現れている。ここからは、自分たちの
志向性そのものが正しいのかどうか、それ自体に対する疑念、不安
や迷いを感じ取ることができる。 
そのため、「冊子の利用」「インターネットの利用」「イベントや
研修会への参加」という設問では「積極的に利用したい」「できれ
ば利用したい」両方をあわせると、「利用したい」との回答の率が
非常に高くなっているのである。 
すなわち、おそらく、これらの団体が最も欲しているのは、自ら
の活動を社会的に意義深いものとして継続しつつ深めてゆくため
の、「知」の要素である。 
その活動を発展的に継続させてゆこうとするなら、活動の基盤、
根拠を与える哲学や、実践の方法における心理学や教育学、そして
活動維持のための経済学、社会における位置づけを行うための社会
学など、多くの人文学的な「知」の基盤が必要であると感じている
ことが、「情報交換」や「情報収集」という設問への回答率の高さ、
一方で全面的な交流に対してはやや消極的な姿勢を感じさせる回
答の率もまたある程度高いという事実からもうかがい知れる。 
私たちは、情報交換のネットワークの構築を通じて、様々な団体
の活動がより活性化されるのではないだろうかとの期待に基づき、
このアンケートを実施したのであるが、今回の回答を通じては、ネ
ットワークがあれば事足りるわけではなく、少なくとも現状では、
おそらくは現実の社会的な問題意識にも影響されて、各団体におい
てもその活動に若干の不安や迷いが存在することが見て取れた。 
  だからといって、ネットワーク構築の必要性が減じるわけではない
のだが、現状で構築されるべきネットワークは、単なる情報交換の
ための場としてではなく、このような「知」をそのコンテンツに含
む、啓蒙的なものとせざるを得ないのかも知れない。 
